
1. 黒ナンバーとは？
黒ナンバーは、軽貨物自動車で運送事業（貨物運送・宅配など）を行う際に必要なナンバープレートです。プライベート利用ではなく、事業用途（物品の運搬など）で使用したい場合に取得します。

2. 申請方法（手順）
【1】運送事業の届け出
まず、「営業ナンバー」として使用するため、以下のいずれかの運送事業の届け出または許可が必要です。
· 個人事業主の場合：貨物軽自動車運送事業の届け出
· 法人の場合：同じく届出
届出先
· 運輸支局（地方運輸局・運輸支局）
必要書類
· 届出書（貨物軽自動車運送事業経営届出書）
· 車検証（自動車検査証）
· 住民票または登記簿謄本（個人／法人）
· 印鑑（認印）
· その他運輸支局が要求する書類
【2】許可・受理後、プレート申請
届出受理後、黒ナンバー取得のため
· 受理印が押された「届出書」
· 車検証
· 申請者の本人確認書類（免許証など）
これらを持参し、軽自動車検査協会に行きナンバープレートの交付を受けます。

3. 費用
· 届け出手数料：無料（貨物軽自動車運送事業の届出自体には手数料はかかりません）
· ナンバープレート交付費用：約1,500円～2,000円程度（地域による差あり）
· その他
· 代行業者を利用する場合、別途代行手数料（5,000円～2万円程度）が発生

4. 注意事項
· 保険（自動車保険）の種別変更が必要
· 運輸支局・軽自動車検査協会は平日のみ受付
· 事業用届け出後に再度、自動車保険会社に連絡して「事業用」への変更手続きが必要

まとめ
1. 運輸支局で「貨物軽自動車運送事業」の届け出をする
2. 受理されたら、軽自動車検査協会で黒ナンバー交付申請
3. 手数料はナンバープレート交付費用（約1,500円～2,000円）のみ
4. 任意自動車保険も事業用種別へ変更必須

ご不明点があれば、地域の運輸支局や軽自動車検査協会にお問い合わせすると確実です。

一度申請すると更新費用とかは発生しないですか？

はい、黒ナンバー（貨物軽自動車運送事業の事業用ナンバー）は基本的に「有効期限」や「更新費用」はありません。
一度取得すれば、継続して運送事業を続ける限り、そのまま使い続けることができます。
ただし、以下のような場合は追加費用や手続きが必要です。

1．【ナンバープレートの再交付の場合】
紛失・盗難・破損などで再発行する場合、**再交付費用（1,500円～2,000円程度）**がかかります。

2．【廃業・車両変更の場合】
· 事業をやめる場合は「廃止届」や「ナンバーの返納」が必要です（費用はほぼかかりません）。
· 車両や住所を変更する場合は名義変更などの手続きが必要です（手数料1,000～2,000円程度）。

3．【自動車税・保険について】
· 毎年「軽自動車税（事業用）」は発生します。
· 自動車保険（任意保険）の事業用契約は、毎年更新が必要です。

まとめ：
黒ナンバー自体には「更新費用」はありませんが、「税金」や「保険料」は毎年かかるのでご注意ください。
もしナンバープレートに傷や破損・紛失があれば再発行費用が発生します。
その他、事業内容に変更がある場合は、届出などの手続きが必要になります。

黄色ナンバーと黒ナンバーは税金、保険料に差はないのでしょうか？

「黄色ナンバー」と「黒ナンバー」の税金・保険料の違いについて解説します。

■ 軽自動車税（黄色ナンバー vs 黒ナンバー）
● 軽自動車税
2024年現在、軽自動車税は下記の通りです：
	ナンバー色
	用途
	年間税額

	黄色
	自家用（軽乗用）
	10,800円

	黄色
	自家用（軽貨物）
	5,000円

	黒
	事業用（軽貨物）
	3,800円


※一般的な自家用乗用車（黄色）は10,800円ですが、貨物（バン・トラック）は5,000円または3,800円です。
黒ナンバー（事業用貨物）は最も安い「3,800円」です（2024年現在）。
貨物事業用は自家用よりも軽減されています。

■ 保険料（任意保険・自賠責保険）
● 任意保険（自動車保険）
· **黒ナンバー（事業用途）**にすると、多くの保険会社で「事業用」契約となるため、保険料が高くなる傾向があります。
· 事故リスクが高いとみなされるためです
· 特に人を雇って運転させる場合（社用車など）、さらに割高になるケースも。
· 詳細は保険会社によって異なりますので、事前に見積もりが必要です。
● 自賠責保険
· **黒ナンバー（事業用軽貨物自動車）**の自賠責保険料は、**自家用・事業用ともに同じ（軽貨物車両扱い）**です（2024年時点）。
· 例えば、24ヶ月（2年）契約の場合：約19,730円（※2024年度～）
· ※軽乗用車（黄色ナンバー）は若干異なります。

■ まとめ
· 税金（軽自動車税）
· 事業用黒ナンバーのほうが貨物車なら「安くなる」場合が多い
· 任意保険料
· 黒ナンバーは「事業用」として割高になることが多い
· 事故リスク・使用頻度などが高く見積もられるため
· 自賠責保険
· ほぼ差はない

【アドバイス】
· 任意保険については、必ず事業用契約で引き直しが必要
· 黄色ナンバーから黒ナンバーに変更するときは、保険料の見積もりを忘れずに
· 税金については黒ナンバーのほうがお得になる場合が多い
ご不明な点があれば、保険会社と自治体に事前確認されることをおすすめします。

取得するのに時間はどれぐらいかかりますか

黒ナンバー（事業用軽貨物自動車のナンバー）の取得にかかる時間についてご説明します。

1．書類準備
· 必要書類（届出書、車検証、印鑑、住民票or登記簿謄本など）を準備します。
· 書類に不備がなければ、すぐに提出できます。
2．運輸支局で「貨物軽自動車運送事業経営届出」
· 届出は、地方運輸局（運輸支局）の窓口で直接行います。
● 届出の所要時間
· 書類に問題がなければ、その場で受理されることが大半です（約30分～1時間程度）。
· 混雑時や不備があった場合は、多少時間が延びることがあります。
3．届出受理後、軽自動車検査協会で黒ナンバー交付申請
· 運輸支局で受理印が押された届出書を持参し、軽自動車検査協会へ行きます。
· ナンバープレート交付窓口で手続きをすれば、即日交付が可能です（当日その場でもらえます）。

【まとめ：標準的な流れ】
1. 書類準備 … 即日～半日
2. 運輸支局で届出 … 30分～1時間程度
3. 軽自動車検査協会で黒ナンバー交付 … 30分～1時間程度
4. 合計：最短で「半日～1日以内」で取得可能

※注意とアドバイス
· 書類不備や混雑状況、運輸支局や検査協会の開庁時間によっては、2～3日かかる場合もあります。
· 全て平日、営業時間内の手続きとなります（土日祝は不可）。
事前準備をしっかりすれば、最短で「即日～1日」で黒ナンバーが手に入ります！
ご不安な場合は、各運輸支局・軽自動車検査協会で「必要書類」や受付時間を事前にご確認ください。

ナンバープレイともその場でもらえる？取り付けは？

はい、黒ナンバープレートは基本的にその場で交付されます。以下、具体的な流れを詳しく説明します。

■ 黒ナンバー交付の流れ
1. 運輸支局で事業届け出後、軽自動車検査協会へ行きます
· 必要書類と受理印を持参。
2. 窓口で申請・手続き
· 担当窓口で申請をします（提出書類に不備がなければ数十分程度）。
3. 黒ナンバープレートの交付
· 書類が受理された後、「新しい黒ナンバープレート」をその場で受け取れます。
· 地域や混雑状況にもよりますが、通常は即日交付です。

■ ナンバープレートの取り付け
· 自分で取り付けが可能です。
· 交付窓口付近に、ドライバー等の工具を貸してもらえるスペースが用意されていることが多いです（職員さんが案内してくれる場合も）。
· その場で、自分で車に黒ナンバーを取り付けてから帰る人がほとんどです。
· 封印はありません。
· 普通車と違い、軽貨物のナンバープレートには「封印」が必要ありません。
· ナンバーのビスを自分で留めればOKです。

【まとめ】
· 黒ナンバーは、事務手続き完了後、即日その場で受け取れる。
· ナンバープレートは自分でその場で取り付け可能。
· 特別な封印などは不要で、作業も簡単です。

困った場合は、検査協会職員に声をかければ親切に案内してくれることが多いので、安心して手続きできます！

リース車の場合の手続きは？

リース車の場合でも黒ナンバー（事業用軽貨物自動車）の取得は可能です。ただし手続きや必要書類に通常と異なる点があります。以下、具体的な流れと注意点をご説明します。

1．リース車で黒ナンバーを取るための主な流れ
【ステップ1】リース会社に事前相談・同意を得る
· リース車両を「事業用」として使用すること、黒ナンバー取得する旨をリース会社に事前に必ず相談してください。
· 会社によっては「黒ナンバー不可」の契約条件の場合もあるので必ず確認。
【ステップ2】必要書類の準備
· 基本的には以下が必要です（通常の貨物軽自動車運送事業届出と同様ですが、車検証の名義がリース会社等になっている点が違います）：
主な必要書類
1. 貨物軽自動車運送事業経営届出書
2. 車検証（リース会社名義）
3. リース契約書のコピー　（自分が使用者であることを示すため）
4. 委任状　（リース会社から経営届出・名義変更等を許可する旨。リース会社作成）
5. 印鑑
6. 住民票（個人の場合）または法人の登記簿謄本
【ステップ3】運輸支局で「貨物軽自動車運送事業」の届出
· リース車でも届出は可能です。
· 委任状などを添えて、運輸支局で「貨物軽自動車運送事業経営届出」を提出します。
【ステップ4】黒ナンバー申請・交付
· 届出受理後、軽自動車検査協会で黒ナンバーの申請・交付手続き。
· リース会社名義でも申請者（あなた）が運送事業の経営者として登録されます。

2．注意点
· 保険も事業用に変更必須：通常の自家用契約ではダメなので、リース車の保険も「事業用」として契約し直す必要があります。
· 返却時はナンバーを元の黄色へ戻す必要あり：リース満了・返却時は黒ナンバーを返納し、元の黄色ナンバーに戻す手続きが必要です（リース会社と要相談）。
· リース契約条件によって制限される場合がある：契約書に「営業用途禁止」「営業ナンバー禁止」などの記載がある場合は取得できません。必ず契約内容を確認。
· 費用は通常と同じ：黒ナンバー交付費用（約1,500円～2,000円）、保険変更費用など。

3．まとめ
· リース車でも黒ナンバー取得は可能（契約条件・委任状など追加書類に注意）。
· 必ずリース会社に事前確認。必要に応じて委任状・契約書のコピーなどを用意。
· 保険は「事業用」へ切替必須。
· 返却時はナンバーも元に戻す。

もし不明な点があれば、
リース会社・運輸支局・軽自動車検査協会に問い合わせると確実です。
ご質問があればさらに詳しく解説できますので、お気軽にどうぞ！

